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はここ一五年ほど、選挙が定期的に実施され、民主主義が推進されてきた。しかし一般の人々が本当に市民としての人権を享受しているかというとそうではない。また人間開発と う点でも進歩は見られない。従って、制度と現実には差 あると考えられる。より明確には、最も貧しい人々のために政府が約束した政策の実現を政府に要求したり、説明責任を求めるという制度がないのである。説明責任を地域社会や草の根レベルで守っていく制度がないため 、政府はガバナンスと う点で非常に大きな課題に直面している。援助国はバングラデシュ政府に対して援助 対する説 責任を求めているが、政府はその説明責任を果すことができないのである。
　近年、バングラデシュにおいても地方や
農村の議会への政治参加や地域社会への参加が促進されている。しかしその一方、未だに従来からのパトロン文化や排除の慣習というものが残っている。こうした問題を解決するためには国家と国民の関係を再構築する必要がある。そし 貧困の終焉 向けて政策立案者の責任を全うさせるため最も効果的な方法は草 根レベルから市民性を育て、貧しい人々 能力 向上ことだと私は考えている。
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